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　これから，この国の経済はどうなっていくのでしょうか？
　過去 30年，日本経済は「低成長」「低物価」「低賃金」に悩まさ
れ，多くの人々が将来への不安を抱いてきました。また，政府の借
金は膨大な額に膨れ上がり，財政の持続可能性が問われています。
　しかし，ここにきて，日本経済には変化の兆しが見えはじめてい
ます。2022年春ごろから，物価が約 40年ぶりに上昇し，賃上げ交
渉（春闘）では 30数年ぶりの大幅な賃金引き上げが実現されまし
た。さらに，2024年 2月には，日経平均株価が 1989年以来の最高
値を更新し，日本経済の復活が期待される局面に入っています。果
たして，この変化の波は一過性のものなのでしょうか？ それとも
日本が再び成長の軌道に乗る始まりなのでしょうか？ 今こそ，私
たちは新たな未来を見据えた行動を起こす時ともいわれています。
　とはいえ，日本経済が抱える構造的な問題は未解決のままです。
世界における日本経済の地位も相対的に低下しつつあります。日本
の名目 GDPは，2023年にドイツに追い越され世界第 4位に後退し
ました。そして，2024年にはインドに追い抜かれ，5位に転落する
見通しです。1990年代には世界トップクラスだった国民 1人当た
りの所得も，2023年には 32位にまで下落しました。また，他の先
進国では賃金が 1.2倍から 1.5倍に上昇するなか，日本の賃金は過
去約 25年間ほぼ横ばいで推移し，まさに「一人負け」ともいえる
状況が続いています。
　さらに，日本経済は高齢化を伴う人口減少，生成 AIなどの技術
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進歩，そして気候変動といった，経済と社会に大きな影響を与える
「メガトレンド」の変化に直面しています。とくに，少子高齢化・
人口減少は大きな課題となっています。今後約 30年で，総人口は
1億人を切り，約 2500万人がこの国から姿を消すと予想されてい
ます。この減少幅は，オーストラリアや台湾の人口と同等の規模で
あり，その影響は計り知れません。
　こうしたなか，日本の将来に不安を感じ，現状に希望を持てない
人も増えているといわれています。男女間や正規・非正規雇用間な
どのさまざまな格差は，人々の可能性を封じ，活力を生かさず，夢
も奪ってきました。
　今，日本に真に求められていることは，経済の凋落を止め，再び
成長を取り戻し，国民が豊かで安心できる国をつくることにほかな
りません。メガトレンドが変化するなかで，人々が希望を持てる日
本にするためには，次の数十年を見越した経済のグランドデザイン
が必要です。
　そのためには，私たち 1人ひとりが日本経済の現状を知り，正し
く理解し，将来へのビジョンを共有することが欠かせません。本書
は，データを通じて日本経済の課題とその背景を明らかにし，今後
の展望を探るための手助けをするものです。
　経済は私たちの日常生活と密接に結びついており，すべての人々
に大きな影響を与えます。だからこそ，日本経済の課題を「自分ご
と」として捉え，問題意識を持つことが重要です。
　本書は，日本経済を学ぶ大学生向けの教科書ですが，それにとど
まらず，ビジネスパーソンや高校生，さらには次世代を担う子ども
たちを育てる親世代にも役立つ内容となっています。この本が，日
本経済に対する理解を深め，未来を切り開くヒントを提供し，皆さ
んが希望を持てる社会を築く一助となれば，これに勝る喜びはあり
ません。
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　本書は 2部構成になっています。第Ⅰ部では，私たちの生活はこ
れからどうなるのかということを念頭に，物価，労働，格差，財政
などのテーマに焦点を当て，統計データを用いて日本経済が抱える
課題を明らかにしていきます。また，人類が直面する最大課題であ
る気候変動問題についても考えていきます。第Ⅱ部では，少子化問
題，労働市場改革，財政赤字，教育改革など，長期的な視点で解決
すべき重要な課題を取り上げ，解決への道筋を議論します。
　最後に，本書の執筆に多大なご協力をいただいた皆様に心から感
謝を申し上げます。とくに，恩師である島田晴雄先生（慶應義塾大
学名誉教授）との日本経済に関する議論は本書の執筆に大いに貢献
しました。また，有斐閣の渡部一樹氏には，本書の企画，編集から
出版に至るまでご尽力を賜りました。この場を借りて，心より感謝
申し上げます。
　そして，本書の執筆を常に支えてくれた家族に心から感謝を捧げ
ます。2人の息子たちの世代が，今以上に豊かで安心して暮らせる
希望に満ちた未来を築けることを心から願い，本書を彼らに捧げま
す。

2024年 10月

宮本 弘曉
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　このたびは本書をお手に取っていただき，心より感謝申し上げます。
日本経済は，私たちの日常生活と切り離せない存在です。決して遠い世
界の話ではなく，日々の暮らしや未来，そして次世代にも深く関わって
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います。
　私が日本経済に強い関心を抱くようになったのは，大学 1年生のとき
に受講した日本経済の講義がきっかけでした。日本や世界の経済が自分
たちの生活にどれほど大きな影響を与えているのかを知り，その衝撃は
今でも鮮明に覚えています。
　本書では，日本経済を「自分ごと」として捉え，問題意識を持って考
えることの大切さをお伝えしたいと思っています。それによって，皆さ
んの視野が広がり，生き方や未来への考え方が大きく変わると信じてい
ます。
　このささやかな一冊が，皆さんにとって日本経済の現状や課題を深く
理解する手助けとなり，日本の明るい未来を築くのに少しでも役立てば，
これに勝るよろこびはありません。
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衰退途上国
親より良い生活はできない！？

Quiz　クイズ
　豊かさの目安となる1 人当たり
の名目国内総生産（GDP）。日本
の 1 人当たり名目 GDP は現在，
世界で第何位でしょうか？
 a. トップ 5
 b. 6～10 位
 c. 11～20 位
 d. 21～30 位
 e. 31 位以下

Chapter structure　本章の構成
3 つの「低」と 1つの「高」1 低成長・低賃金・低物価+高債務

メガトレンドの変化2 人口構造の変化　テクノロジーの進歩
グリーン化

まとめと本書の構成3

Chapter1 章第

（©iStock / Torsten Asmus）



4 第 1 章　衰退途上国

Answer　クイズの答え
e．2023 年は 32 位。

Introduction　はじめに
　日本経済の潮目が変わりつつあるといわれます。過去 30年間，
日本経済は，「低成長」「低物価」「低賃金」という 3つの「低」に
苦しんできました。これに加えて，日本政府の借金は膨大な額に膨
れ上がり，「高債務」という厳しい状況が続いています。この「3
低 1高」は「日本病」や「日本現象」とも呼ばれ，私たちの日常生
活にさまざまな影響を及ぼしてきました。
　しかし，2022年春を境に，状況は変わりはじめました。日本の
物価は約 40年ぶりに上昇し，賃金上昇率も 30数年ぶりの高い水準
に達しました。さらに，2024年 2月には日経平均株価が 1989年以
来の最高値を更新し，その後，史上初めて 4万円台に突入しました。
　これらの変化は，私たちの日常生活に影響を与えるものです。物
価や賃金の変化は私たちの財布や将来の計画に直結します。株価の
高騰は，資産の価値を引き上げる一方で，新たな投資のリスクも伴
います。これらの変化は一時的なものなのでしょうか，それとも，
日本経済は本格的に復活したのでしょうか？ 「日本病」は治ったの
でしょうか？ そして，今後，日本に本当の夜明けが訪れるのでし
ょうか？
　これらの問いは，私たち個人に深く関わるテーマです。なぜなら，
経済の変動は私たちの日常生活や将来の安定に直接影響を及ぼすか
らです。たとえば，賃金が上がれば，生活は豊かになり，夢や希望
が現実のものとなります。経済の変化を理解し，適切に対応するこ
とは，私たちがより安定した豊かな生活を送るためのカギとなるの
です。
　今，私たちは人口構造の変化，テクノロジーの進歩，そして地球
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温暖化対策によるグリーン化という 3つのメガトレンドの変化に直
面しています。これらのトレンドは，日本経済と社会全体に大きな
影響を及ぼしています。あなたの生活や将来にも大きな影響を与え
るでしょう。本章では，日本経済の現状とその中で起きている大き
な変化について，一緒に見ていきましょう。
　日本経済が多くの問題を抱えているのは事実です。しかし，これ
らの問題を解決すれば，日本の経済は希望に満ちたものになりえま
す。その一歩は，経済の現状をよく知ることです。今こそ，経済に
ついて深く考え，行動する時です。未来を明るく照らすために，と
もによりよい未来を築くために，一緒に日本経済を考えていきまし
ょう。

3 つの「低」と1つの「高」1
　低 成 長

　経済の規模や状態を把握するのに用いられるのが国内総生産
（GDP：Gross Domestic Product）です。GDPとは，一定期間内に国
内で新しく生産された財・サービスの付加価値の総額を指します。
　さっそく，日本の GDPについて見ていきましょう。図 1─1をご
覧ください。これは，世界の上位 5カ国の名目 GDPの推移を示し
たものです。
　2023年の日本の GDPは約 4.2兆ドルで，アメリカの約 27兆ドル，
中国の約 18兆ドル，ドイツの約 4.5兆ドルに次ぐ世界第 4位とな
っています。日本の順位はかつてアメリカに次ぐ第 2位でしたが，
2010年に中国に，23年にはドイツに追い抜かされました。
　1990年の GDPを 100とすると，2023年の日本の数字は 132と，
この 33年間で名目 GDPは約 1.3倍になったことがわかります。一
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方，アメリカは 456，中国は 4453と，それぞれ 1990年の数字の約
4.6倍と約 44倍になっています。
　「日本は成熟国だから，経済は成長しなくても当然」という意見
もあるかもしれませんが，ドイツの GDPはこの 30年間で約 2.8倍
に増えています。つまり，諸外国では成熟国であっても経済は成長
しています。この 30年間，日本の経済成長がいかに低かったがわ
かると思います。
　日本の GDPが世界経済に占める割合を見てみましょう。2000年
には 14.6％でした。当時，アメリカのシェアは 30％で，日本とア
メリカで世界全体の約 45％を占めていました。しかし，2023年に
日本のシェアは 4％にまで低下，かつての 3分の 1以下になってい
ます。アメリカの GDPが世界経済に占める割合も，中国の成長に
より 2023年には 26％にまで低下していますが，日本ほど大きな低
下ではありません。ちなみに，中国のシェアは 2000年にはわずか

図 1─1　名目 GDP の推移
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出所：IMF, World Economic Outlook．
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3.5％ でしたが，23 年には 17％
まで上昇しています。
　「日本の GDP 総額の世界シェ
アが低下し，その順位も落ちたと
はいえ，まだ世界第 4位の経済大
国ではないか」というご指摘もあ
るでしょう。実際，数ある国の中
で，世界第 4位という経済規模は
誇るべきものです。しかし，
GDPは人口の大きさに大きく依
存しています。一国の GDP総額
は，1 人当たり GDP×人口なの
で，人口が大きければ GDP総額
も大きくなります。そこで，次に
1 人当たり名目 GDPを見てみま
しょう。
　表 1─1は 2023年の 1人当たり
名目 GDPを示しています。日本
は 3万 3806ドルで世界 32位です。
1 位はルクセンブルクで，12 万
9810ドルとなっており，次いで，
アイルランド，スイスと 10万ド
ルを超える国が続きます。主要 7
カ国（G7）で一番順位が高いのは
アメリカで 8万 1632ドル，順位は 6位です。アメリカの数字は日
本の約 2.4倍です。アジアのトップは世界 5位のシンガポールで，
1人当たり名目 GDPは 8万 4734ドル，こちらも日本の約 2.5倍で
す。

表 1─1　1 人当たり名目GDP
 （2023 年，単位：ドル）

順位 国名 1人当たり
名目GDP

 1 ルクセンブルク 129,810

 2 アイルランド 104,272

 3 スイス 100,413

 4 ノルウェー  87,739

 5 シンガポール  84,734

 6 アメリカ  81,632

 7 アイスランド  79,998

 8 カタール  78,696

 9 デンマーク  68,300

10 オーストラリア  65,434

… … …
18 カナダ  53,548

19 ドイツ  52,727

21 イギリス  49,099

23 フランス  46,001

26 イタリア  38,326

32 日本  33,806

出所：IMF, World Economic Outlook．
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るなど，グリーン化は雇用にも影響します。
　また，グリーン化は企業や消費者の価値観を変えることで，経
済・社会に大きなインパクトを与える可能性もあります。人々が環
境に配慮するようになれば，それに対応した商品・サービスへの需
要が高まり，企業行動も変化すると考えられます。

まとめと本書の構成3
　本章では，日本経済が直面している大きな課題を概観しました。
低成長，低物価，低賃金といった「3つの低」と，高債務の問題で
す。これらの課題を解決し，再び活力に満ちた日本経済に生まれ変
わらせることが求められています。
　また，人口構造の変化，テクノロジーの進歩，グリーン化という
大きな流れ，いわば「メガトレンド」についても頭に入れておく必
要があります。これらは，経済の土台となる大きな環境が変わると
いうことです。そして，その変化に対応しながら，誰もが安心して
生活できる経済社会をつくっていくための大きな設計図を描くこと
（グランドデザイン）が求められています。
　問題は多岐にわたりますが，その解決への第一歩は，現状を正し
く理解することです。第Ⅰ部では，日本経済の現状を詳細に分析し，
物価と金融政策，働き方，格差，社会保障，日本企業の競争力，そ
して気候変動とエネルギーという観点から課題を深掘りしていきま
す。そして，第Ⅱ部では，これらの問題に対する具体的な対策を検
討し，メガトレンドの変化に対応した未来の経済社会を考えていき
ます。
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Summary　まとめ

□　 日本経済は長年，「低成長」「低物価」「低賃金」「高債務」に苦しんで
きました。

□　 日本経済は，人口構造の変化，テクノロジーの進歩，グリーン化とい
うメガトレンドの変化に直面しています。

□　 メガトレンドの変化に対応しながら，「日本病」を解決し，日本経済を
再び成長軌道にのせることが求められています。

Exercise　演習問題

1.1　日本経済が抱える問題は何かを整理したうえで，今後，どのような国
を目指すべきなのか，あなたの考えを論じてください。
1.2　メガトレンドの変化は今後，あなたの人生にどのような影響を与える
と考えますか？ 具体的な例をあげて述べてください。
1.3　人口構造の変化，テクノロジーの進歩，グリーン化の 3つのメガトレ
ンドは相互にどのように影響し合うか，論じてください。
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